
 

救急・災害医療提供体制等の在り方に関する検討会 

開催要綱 
 

 

１ 趣旨 

○  平成３０年度から各都道府県において第７次医療計画が策定され、救急医療

提供体制については地域連携の取組や救急医療機関の充実に向けた見直しを、

災害医療提供体制についてはコーディネート体制や連携体制等の構築に向けた

見直し等を進めているが、更にこれらの医療の充実を図っていく必要がある。 

 

○  救急医療については、地域の実情に応じた体制構築にあたり、出動件数が増

加しているドクターヘリの安全運航の在り方や、救命救急センターを含む救急

医療体制の在り方等について検討が必要である。 

 

○  災害医療については、今後発生が予想される南海トラフ地震、首都直下地震にも

対応が可能な体制構築するにあたり、DMAT事務局の組織・運用の在り方や、広域災

害・救急医療情報システムの在り方等について検討が必要である。 

 

○  上記を含めた、救急・災害医療提供体制等の課題について検討することを目

的として、本検討会を設置する。 

  

２ 協議事項 

（１） ドクターヘリの安全運航等の在り方を含めた救急医療提供体制の在り方に

ついて 

（２） DMAT事務局の組織・運用の在り方を含めた災害医療提供体制の在り方につ

いて 

（３） 広域災害・救急医療情報システムの在り方について 

（４） その他、救急・災害医療提供体制等の在り方について 

 

３ 構成員 

（１） 構成員は別紙のとおりとする。 

（２） 座長は、構成員の互選により選出する。座長は、座長代理を指名すること

ができる。 

（３） 座長は、必要に応じ、構成員以外の関係者の出席を求めることができる。 

（４） 団体を代表して参加している構成員が、やむを得ず欠席し、代理出席を希

望する場合には、事前に医政局地域医療計画課を通じて座長の了解を得た上

で当日の会合において承諾を得ることにより、参考人として参加することが

できる。 

 

４ 運営 

（１） 会議の議事は、特に非公開とする旨の申し合わせを行った場合を除き、公

開とする。 

（２） 会議の庶務は、医政局地域医療計画課において行う。 

（３） この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し、必要な事項は、座長が

定めることとする。 


